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【目的】C型慢性肝疾患患者を対象に、カフェイン含有飲料の摂取が ALTレベルに及
ぼす影響を検討した。 
【対象】2005年 8月から 2006 年 7月に本学附属病院肝胆膵内科を受診した HCV-RNA
陽性者。このうち、他の肝疾患を合併する者、肝癌を有する者、インターフェロン治
療中の者を除外し、376人を解析対象とした。 
【方法】登録時に、自記式質問票を用いて生活習慣、食事・嗜好品などに関する情報
を得た。結果指標は、登録時の ALTが正常(≤45 IU/L)を示した者では「12ヶ月後も
正常を維持」、高値(>45 IU/L)を示した者では「12ヶ月後に 20IU/L以上減少」とし
た。解析では、ロジスティックモデルにより性、年齢、飲酒、喫煙、BMIなどの影響
を調整して、コーヒー摂取のオッズ比(OR)を算出した。 
【結果】登録時に ALTが正常を示した者 229 人のうち、「12ヶ月後も正常を維持」
した者は 186人(81％)であった。毎日 1杯以上のドリップコーヒーを摂取していた者
は(vs.摂取なし)、「正常を維持」している者が多かった(OR=2.74; trend P=0.037)。
一方、デカフェコーヒーの摂取者では、「正常を維持」している者が少なかった
(OR=0.26; P=0.076)。 
 登録時に ALTが高値を示した者 147人のうち、「12ヶ月後に 20IU/L以上減少」し
た者は 39人(27％)であった。毎日 1杯以上のドリップコーヒーを摂取していた者は
(vs.摂取なし)、「20IU/L以上減少」している者が多かった(OR=3.79; trend P=0.034)。
しかし、デカフェコーヒーの摂取者では、「20IU/L以上減少」した者はいなかった。 
【結論】C型慢性肝疾患患者において、ドリップコーヒー摂取はその後の ALTレベル
の安定化に有益な効果を示した。 
 
 
 
 
